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購 買 動 機 の 分 析

一 北海道北見市 の消費者調査か ら 一

岡 本 理 一

1開 題

1動 機 調査 の 重要 性

一般 に今 日の 販 売経営 において
,そ の 販売 対 象 が原料 品,半 製品,部 分品,

機 械 類,設 備 品 な どを購 入 す るIndustrialConsumersの 場 合 で あ ろ うと,ま

た個 人 的 な使 用 や 家 族 の消 費 にあて る食料品,衣 料 品,住 宅 用 品,そ の他 文 化

用品 な どを購 入 す るUltimateConsumersの 場 合 で あ ろ うと,こ れ ら消 費 者

が,な ぜ,そ の商 品 を欲 した り,買 求 め るか とい う理 由,す な わ ち 「購 買 動 機 」

(BuyingMotive)を 調 査 し,ま た,な ぜ,特 定 の製 造 業者 の製 品 や 小 売 業者

の 商品 を愛顧(patronage)す るか とい う理 由,す な わ ち 「顧 客 動 機」 を 明 ら

か に して,こ れ ら動 機 が どの よ うな もの で あ るかを知 るこ とは,甚 だ 重要 な こ

と とせ られ る。 そ れ は,今 日の よ うに,経 済 界 の変 動 はた え ずお こ り,流 行 の

変遷 も甚 だ し く,消 費者 の購 買 力 や 選 択態 度 な ど も刻 々 と変 つてい き,そ して

企 業 経 営 上,販 売 計画 の 樹立 が他 の生産,仕 入,財 務,労 務 な どの 諸 計 画 に先

ん じて な され,い わ ゆ る 「販 売 時代 」("MarketingAge")と 称 され て い る こ

の 際,合 理 的 な販 売 計画 をた て,強 く販売 促 進 をお こな つ て い くためには,商

品 に対 す る潜 在 的購 買 力 を 測 定 し,そ の 度合 を知 る とこ ろの 需 要調 査(狭 義の

市場調査)や,ま た適 切 な広 告,宣 伝 な どに よ る 需 要 の 喚起 も必 要で ある けれ
ら

ども,同 時に消費者が或種の商品 を購入した り,ま た特定の商品 を特定の店舗

で買求 めた りする際の根拠 となる理由を知 ることも,そ れらに劣 らず重要な事

柄 となるか らである。

これを要するに,消 費者の購貿動機や顧客動機 を知 ることは,小 売業者,卸

売業 者,製 造業者に とり,販 売計画 をたてる上に大切な ものである。 コープラ
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ン ドもい うよ うに(注1),た とえ ば,非 常 に積 極 的 な 販売方 策 を とつてい る小売

業 者は,顧 客 とな る人 々 が要 望 す る商 品 を提供 して買つて もらお うとしでい る

が,そ れ らの 仕 入 は,有 利 に販 売 で きる と確信 した場 合 にな され るものであ る。

そこで,小 売 業者 の購 買 動機 は,そ の顧 客 の 購 買 動機 に も とつ い て きめ られ る

こ ととな る。 また卸売業者 にあつて も,製 造 業 者 の提 供 す る もの を'受けいれ る

の は,そ の商品 が間 もな く小売 業者 へ一一 一したがつて消費者へ も 販売 され

るこ との明 らかな場合に限 られてい るか ら,同 様 に,消 費 者 の 購 買 動機 の調 査

が重 要 な もの とな る。 さらに製造業者 において も,同 様 の こ とが いえ る。 けだ

し製 造 業 者 は,い つ も製 品 の セ リング ・ポ イン トや販売員の使 う有効な販売話

術,広 告 の こ とな どに 当面 して い るのであ るが,こ れ らを よ く解 決 して い く も

の は,消 費 者 が その製 品 を買 い求 め る動機 は何 か一一 とい うこ とを知 るにあ る

か らであ る。すなわち,セ リン グ ・ポ イン トも販売 話 術 も,上 手 に購 買 動 機 を

生 起 させ て こそ有効 な もの とな るの であつて,結 局,消 費者 の 購 買動 機 が どの

よ うな ものであ るか を知 るこ とによつて,販 売術 も成 功 し,広 告 も効 果 の あ る

もの とな る。 堅実 な販売計画 もこれに よつてのみつ くられ るの であ る。

さて,上 述 の よ うに,販 売 経 営 上,購 買 動 機 や顧 客動 機 の 調 査 は甚 だ重 要な

ものであ るが,こ れ の分 類 につ い て先 達 とな つ た ものは,メ イ ナ ー ドな ど も記

して い る とお り(注2),コ ー プ ラ ン ド(MelvinThomasCopeland)で あつ

て,そ の著"PrinciplesofMerchandising"の 第6章 に 「消 費 者 の購 買 動 機」

(Consピmers'BuyingMotives),第7章 に 「生 産 財 の 購 買動 機 」(Buying

MotivesForIndustrialGoods)に つ いて の 論 述 が あ る。 ま た わ が国では福田

敬太郎博士に まって,そ れ がい ち早 く紹 述 され て い る 〔福田敬太郎博士「市場論」

(昭和5年1月)PP.115-127,同 「市場配給論」(昭 和12年4月)PP.ユ59--160.参 照 〕。

さ らに,最 近,ア メ リカで は市 場調 査 の1分 野 とし て 「動 機 調 査 」(Motivaiton

Research)が 重視 され,マ ー ケ テ ィ ング や 広 告 の 問題 に とりい れ られて き

た。 これ は人間の行動 をその欲望,感 階,意 向 な どの よ うな 基 本 的過 程 に関連

(注1)MelvinThomasCopeland,PrinciplesofMerchand五sing,1925,

pp.156-157.

(注2)HaroldH.MaynardandTheodoreN.'Beckman,Principlesof

Marketing.4thed.ユ946,P。47.footnote.



・ 購 買 動 機 の 分 析(岡 本)L97一

して探 求 す る もの で あ るが,方 法 として は,行 動(た とえ ば購 買行 動)を 規 定

す る動 機 とな る ところの 種 々の要因を心理学 的に究明 す るもの を用いてい る。

1952年,同 国 のARF(AdvertisingResearchFoundation)が 設 置 した動 機調

査 委員 会(CommitteeonMotivationResearch>の 委 嘱 に よつ て な され た

GeorgeHorsleySmith教 授 の研 究(注3)な どは,こ の よ うな 動 機 調 査 を マ

・一ケ ティ ングや広 告に とりいれ るにあた り
,い ろ い ろの 方 法 を 述 べ てい るが上

記 の事態 にかん がみ,大 い に注 目すべ きもの と思 わ れ る。

とこ ろで 、この よ うに市場調査や広 告の有 効な 実施の ため,「 動 機 調 査 」 の

重 要性 は 増 大 して きたの であ るが,そ れ の実 証 的な研 究 は 未 だ 十 分 にな されて

いない。 もちろん,こ れ に は,そ の 重 要 性 の十 分 に認識 され て いない こ とや,

実 際 の調 査 上 の 困 難 の 少 くな い こ とな どに もよるので あ ろ うが,し か し,今 日

の よ うに 「消 費 者 はKingで あ る」 一 とい う時代 に あつ て は,こ れ を地 域 別

商品別 ・業種業態別に分けて実施することが望まれる。この小稿は・6の よ う

な要望にこたえ るため,昭 和32年10月,北 海道北見市において,北 見商工会議

所の手によ り消費者調査 として実施 された 「買物世論調査」に資料 を求めて,

購買動機や顧客動機について若干の論述 をした ものである。因に,こ の調査は

北見商工会議所が;一 面,同 市の商業経営の合理化に資し,他 面,市 内消費者

の要望にこたえてその利益の増進 をはかるため,昭 和31年10月 と同32年10月 の

2回 にわた り,日 本商工会議所,各 地商工会議所の共催,通 商産業省の後援で

全国商店サービス強化運動がおこなわれたのを好機に,そ の行事の一環 として

実施 した ものであるが,こ れによつて,同 市の市民が衣,食,住 な どに関する

商品 をどの ような小売機関か ら購入 してい るか,ま たこれ らの商品を購入す る

際に特定の商店その他の機関をえ らぶ理由は何であるか,す なわち購買動機 と

くに顧客動機が明 らかになつたのである。 なお,資 料は第2回 月の調査(昭 和

32年10月)に 求めたが,第1回 目の調査(昭 和3ユ年10月)の 結果に くろべて も,あ

ま り変 りはないのが知 られ る。

(注3)GeorgeHorsleySmith,MotivationResearchinAdvertisingand

Marketing,1954.
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昭和32年 度 買 物 世 論 調 査 表¶}一}=一 『 北 見 商 工 会 議 所

この調査は目下全国的に実施 している商店サービス強化運動の一環 として行い,市 内の商

店が どのように皆様に利用されているかを調べ、商業を振興し消費者の皆様に対するサー

ビスその他を向上するために実施するものでありますか ら,皆 様の買易い店を作 るため是

非御協力をお願い致 します。

・ ◎ 記入についてお願い

(1)職 業は主なる(主 として収入 を得てい る)職 業 〔公務員 ・会社員 ・銀行員 ・教員 ・公'

共企業体(鉄 道 ・専売公社)・ 商店主 。工場主 ・農業 ・労務者(商 工業従業員 を含む)

自由職業 ・その他 ・無職〕に分類 して下さい。氏名は記入の必要がありません。できる

だけ主婦の方が記入 して下さい。

(2)品 目はっ ぎの区分にしたがつて下さい。

イ 衣料品(反 物 ・服地 ・洋服類 ・帽子 ・セーター ・下着 ・靴下足袋 ・毛糸等)

ロ 食料品(鮮 魚 ・青果物・肉類・塩乾物・調味料・嗜好品・菓子等の食料品,主 食は除 く)

ハ 文化品(時 計 ・眼鏡・電気器具・ミシン・書籍・文房具・玩具・運動具・カメラ・楽器等)

呂 身回品(靴 ・下駄履物 ・傘 ・鞄 ・化粧品 ・装身具等)

ホ 日用品雑貨(荒 物雑貨 ・家庭金物 ・陶磁器等)

へ 家異類(タ ンス ・下駄箱 ・戸棚 ・鏡台 ・机等)

ト 燃精(石 炭 。木炭 ・薪炭等)

㈲ 店舗は次の区分 にしたがって下さい。

イ 近所の小売店(あ なたが住居 してい る付近の店舗)

ロ .百 貨店(マ ルイ伊藤商店 ・ビルディング百貨店の二店)
ハ 専門店会加盟店(北 見専門店会 ・北見優良専門店会 ・北見模範店会)

ニ マーケッ ト(会 陽館 ・大通廉売市場 ・東京 マーケツ ト・銀座商館)

ホ 購買会(鉄 道物資部 ・各種団体購買会等)へ 生活協同組合

◎ 調 査 事 項

1職 業,そ の他

世帯主
の職業

主婦(記 入
者)の 年令 才i酬

2買 物の割合(買 物の各品 目ごとに利用度の多い店舗の順にそれぞれ番号を記入し

て下さい)

訳 潔 百貨蠣 灘 錯 購買会鷹 馨その他
衣 料 品

食 料 品

文 化 品

身 回 品

日用品雑貨

家 具 類

燃 料

そ の 他
1

・
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3買 物をす るため店舗を選 んだ理由(品 目別に該当理由の欄に○印をつけて下さい)

＼ 理5
＼
＼

＼由

品＼

{

18

そ
の
他
の
理
由

}

17

包
装
が
美
麗

で
体

裁
が
良

い

16

永
年
の
得
意
だ
か
ら

15

値

引
又

は
景
品

が
あ
る
か
ら

14

信
用
が
お
け
る
か
ら

13

店
員
の
態
度
が
良
い
か
ら

12

店
舗
の
感
じ
が
良
い
か
ら

1ー

サ
:
ビ

ス
が

良

い
か
ら

10

チ

ケ

ツ
ト
が

き
く

か
ら

9

貸
売
を
し
て
い
る
か
ら

8

値
段
が
安
い
か
ら

176
近
く
て
便
利
だ
か
ら

正
札
販
売

で
安
心
出
來
る
か
ら

量
目
が
正
し
い
か
ら

4

品
質
が
良
い
か
ら

3

品
物

を
押
し

つ
け
な

い
か
ら

2

品
物
の
撰

択
が
自

由
だ
か
ら

1

品
物
が
豊
富
だ
か
ら

衣 料 品

=
一

= = =

=

一 一

= = = =

=
一

=

=
}

食 料 品 一 一

文 化 品

=身 回 品

一 『

一

日用品雑貨

=
一

=
一

二
}

三
『

一 一

家 具 類

=
一 一

二燃 料

一

一

一

一 一 一 一 一 一

そ の 他

一 一 一 一 一
1

4商 店の大売出しはどんな方法が良いですか(○ 印をつけて下さい)

景品又は賞
1金 付売出し
が良い

温泉その他
2の 招待売出
しが良い

値段 を安 く
3し て くれ る

方が良い

そ の 他
4

(具体的にお書き下さい)

5各 店舗別に希望事項をお書き下さい

店 舗 別 希 望 事 項

近所 の小売店

百 貨 店

専門店会加盟店

マ ー ケ ツ ト

購 買 会 等

生活協同組合
欄

6そ の他一北見市の商店及び商店街に対し何かお気づ きの点があればお書 き下さい
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2北 見市における調査の方法

口」 調査の時期

昭和32年10月 現在一一一10月25日調査表(既 掲 「買物世論調査表」)配 付,11月5

日調査表回収。

② 調査の対象

北見市に住居 をもつ一般の家庭。

但 し市民の居 住地 を次の5つ に区分し,そ の集計にあたつては,一 応,こ

れ らの住居地毎におこなつて,後,合 計 した。

1

2

3

4

5

(3}調

調 査表900枚 を配 付 して,587枚 を 回収 した。 回収 率 は65%で あ る。

囲 調 査 事 項

1.世 帯 主 の職 業,主 婦 の 年 令,住 所

2.店 舗別,商 品 別 の買 物 の 度合

これ は,各 商 品 につ い て,ど の店 舗(小 売機関)か ら購 入 して い るか を,

その 利 用度 に順 位 をつ けて 記 入 する もの であ る。

「購 入店舗」 は近所の小売店,百 貨 店,専 門店 会 加盟 店,マ ー ケ ッ ト,購

買 会,生 活協 同組 合,そ の 他 一 一に 大別 して あ るが,こ の うち,百 貨 店 に

は2,専 門店 会 に は3,マ ー ケ ッ トに は4,購 買 会 に は 国有 鉄 道物 資 部,

各 種 団 体購 買 会 が あ るの は,調 査表 の 「記 入 に つ いて の お願 い」(3)の

とこ ろに記載 して あ る とお りで あ る。

「購入商品」は衣料品,食 料品,文 化品,身 回品,日 用品雑貨,家 県類,

燃料,そ の 他 一一一 に大 別 した が,こ れ ら商 品 の 細分類 も,上 記 「調 査表 」

(2)の ところ に記 載 して あ る とお りで あ る。

3.商 品 別 の店 舗 選 択 の動 機

鉄南住居地区一主 として工業地域である。

東部住居地区一主 として住居地域で,1部,路 線式商業=地域である。

高台住居地区一住宅専用地域 と住宅地域である。

西部住居地区一主 として住居地域で,1部,準 工業地域である。

中部商業地区一商業地域である。

査 数

o
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これはいわゆる 「顧客動機」 と名付 けられるものであつて,人 々が特定

の商店で買い求める理由,す なわち顧客 となる理由を指 している。調査表

には予め下記の18項 目を記 して,品 目別に,該 当欄に○印をつけるように

しておいた。

(1)品 物が豊富だか ら,(2)品 物の選択が自由だか ら,(3)品 物 を

押しつけないか ら,(4)品 物が良いから,(5)量 目が正しいか ら,

(6)正 札販売で安心出来るか ら,(7)近 くて便利だか ら,(8)値 段

が安いか ら,(9)貸 売 をしてい るか ら,(10)チ ケツトが きくから,

(11)サ ービスが良いか ら,(12)店 舗の感 じが良いか らt(13)店 員の

態度が良いから,(14)信 用がおけるか ら,(15)値 引又は景品があるか

ら,(16)永 年の得意だか ら,(17)包 装が美麗で体裁が良いか ら,

(18)そ の他の理由。

4.大 売出しの方法

これに も消費者は種々の希望をす るものであるが,調 査表には予め次の

4つ を示して○印をつけるよ うにしておいた。

{1}景 品又は賞金付売出しが良い

〔2)温 泉その他の招待売出しが良い

〔3}値 段を安 くして くれる方 が良い

四 その他(具 体的に記すこと)

5.店 舗別の希望事項

店舗別 とは,近 所の小売店,百 貨店,専 門店会加盟店,マ ーケッ ト,購

買会,生 活協 同組合を指すが,こ れ らの店舗に市民 は どのよ うなことを希

望す るか,そ の記述を求めたものである。/

6.そ の他一一一北見市の商店及 び商店街に気付いた点

3調 査 の 結 果

上記の調査表 を集計した結果は,第2表 以下にみ られ るとお りであるが,こ

の うち,「 店舗別,商 品別の買物の度合」 と 「商品別の店舗選択の動機」は本

稿の主要部分をなすので,章 を改めて述べ ることとし,こ こには 「世帯主の職

業」 と 「主婦の年令」について記述して溶 く。
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{1)職 業(第1表 参照)

一般 に 「職 業」 は
,人 々 が一 定 の 報 酬 を 目指 して,各 自の 性 能 に応 じ,日 々

お こな う1種 の 活 動 で あ るが,そ の種 類 や地 位 に よつ て購 買 力 に相違 を生ず る

こ とはい うま で もな く,ま た購 買 傾 向に差 異 を み る こ とも多い。

この 調査 によれば,587世 帯 の うち,最 も多い の は 「会社 員 」(88)で,次 い で

「公務 員 」(83)「 農 業 」(81)一 とな り 前 二 者 は高 台 地 区 に,後 者 は西 部

地 区 に 多数 み られ る。続いて 「商業」(67,中 部地区 に多い),「 労 務 者」(51,

中部地区にやや少いほかは他の全地区にまたがる),「 公 共企 業 体 」(47,日 本国有鉄

道 と日本電信電話公社の職員で鉄南地区に居住するものが多い)一 一一となつ て い る。

これ らよ り少 々下 つて 「自由業」(35),「 無 職 」(32),「 工業 」(21),「 教

員 」(16),「 銀 行員 」(ll)一 の順 となつ て い る。 な お,「 その他 」(32)に 入

れ た もの の 内訳 は,建 築 業10,柾 屋3,理 髪 業3,塗 装 業2,林 業2,団 体 職 ・

員1,和 裁1,浴 場1,桶 屋1,編 物1,運 送 業1,鉱 業1,社 会 事 業1,そ

の 他3一 とな つ て い る。 もちろ ん,以 上 が北 見市 の 全Ltt帯 に わ た る職 業 構成

第 ユ表 消 費 者 職 業 別 一 覧
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を示 す もの で な い の は い うま で もな く,あ くま で本 調査 の 結果 に あ らわれ た数

字 にすぎない。ただ,上 記 の会 社 員,公 務員,労 務者 な どの 家 庭 の よ うに,月

々 の収 入 に よつ て生 活 に必 要 な商品 を購入 し,し か も,そ の 際,商 品 の価 格,

品 質,量 目や 商品 の サ ー ビス な どに,相 当,細 心 で,且,批 判 的 な もの の 多い

こ とは,こ の調 査 に あ らわれ た数 字 に相 当の信 を 置いてよい と思われ るの であ

る。

{2)主 婦 の年 令'(第2表 参照)

一 般 に主 婦 の 年 令 は
,商 品 の購 買 傾 向 に影 響 す る こ と大 きい。 それは,家 計

が結婚 後 よ り年 を経 るに した がい,概 して購 買 力 を増大 し て い くと同時に,ま

た主婦 としての自覚の もζ・その合理化につ とめ・商品ρ品質,値 段や商店の

サ ー ビスに多大 の関心 をは らうよ うにな るか らであ る。

この調査 に よれ ば,587世 帯 の 主 婦 の 年 令 別 階 層

うち年 令 の記入な きもの16,鉄 南

住居地区における40才 の男子1,

計17を 除いた570世 帯の主婦の地

域別,年 令別の人数ほ下掲第2表

の とお りである。 これを若干の階

層に分 けてみ ると,最 も多いのは

「41才から45才 まで」の175,次

が 「36才から40才 まで」の163で

30才 以下

31才 か ら35才 まで・

36才 か ら40才 ま で

41才 か ら45才 まで

46才 か ら50才 まで

51才 か ら55才 まで

56才 以上

37人

47

163

175

86

47

26

合 計 571

これ ら両者 で全 体の過半を 占めてい る。続いて 「46才 か ら50才 まで」86,や や

下 つ て 「31才か ら35才 ま で」 「51才 か ら55才 ま で」 は と もに47一 とな り,30

才 以 下 の もの(37)と56才 以 上 の もの(16)は 多 くない 。 要 す るに,36才 か ら50

才 ま での 主 婦(誌424)が 全 体 の70%を 占め て い る こ と,そ して,こ れ ら年 令

の主 婦 は,一 応,家 計 の 安 定 を み て い る とは いえ,な お,子 女 の教 育 や 生 活 水

準 の向 上 な どにょつてか さむ支 出の合理化 をはか るため,平 素 の買 物 には 細心

且,批 判 的 で あ る こ と な どほ,本 調 査 の 結果 を眺 め るに あた り,ま た これ

ら主 婦 に商 品 を 販売 す る小売機関の側において,十 分 に留意 を要 す る こ とで あ

ろ う。
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(注)鉄 南40才 に男1を 含 む。
こ

亜 商品別店舗別の購入度合

一般 に消費者は
,購 買慣 習 上,食 料 品,日 用 品 雑 貨 の よ うな 最 寄品 に つ いて

は 「近所 の小売店」 や 「購買会」 「生活協 同組合」 「マーケツ ト」な どで 貿求

め ること多い が,衣 料 品,と くに洋 服,呉 服,反 物,ま た高価 な 身 回品 や 文 化

品 の よ うな買回品 については 「百貨店」 「専門店」な どで買求 め るのを常 とし

てい る。 この調査 に よる商品 別,店 舗 別 の 利 用 の順 位,度 合は下 の とお りで あ

る。

1。 商 晶 別

〔1}衣 料 品(第3表 参照)

これ は反 物,服 地,洋 服 類,帽 子,セ ー ター,下 着,靴 下,足 袋,毛 糸 な ど

で あ る。 「百 貨店 」(第1位225)か らの購 入 が最 も多 く,次 い で 「専 門店 会 加

盟 店 」(同154)と な り,続 い て 「近所 の小 売 店」(同67)一 一 とな つて い る。 こ

れ は買 回品 の性質上,当 然 の こ と とい わ ねば な らぬ 。 「購 買会」(同19)「 生

活 協 同組合 」(同16)「 マ ーヶ ツ ト」(同8)か らの 購 入 は あ ま り多 くな い が,

これ らか ら購 入 され る商品 は,主 に平 常 着,仕 事 着,下 着 類 な どの 廉価 品 と察

せ られ る。 ただ購買会な どか らの購入は少 い けれ ど も,そ の 購 入者(顧 剤 が

、ほ とん ど固 定 して い るこ とは留意 を要 しよ う
。

{2)食 料 品(第4表 参照)
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これ は主 食 を除 き,鮮 魚,青 果物,肉 類,塩 乾物,調 味料,嗜 好 品,菓 子 類

が含 まれ る。 「近所 の小売 店」(第1位394)か らの購 入 が圧 倒的 に 多 い 。 これ

か ら相当に下 つて 「購 買会」(第1位42)か らの購 入 とな つ て い るが,購 入 者 が

固定 して い るた め,こ れ の 利用 度 は高 い もの とみな ければな らぬ。最寄品 とし

ての性質上,当 然 の こ と と思 わ れ る。 「百 貨店 」(同14)や 「専 門店 会 加盟 店 」

(同11)「 生 活協 同組 合」(同9)か らの購 入 は 多 くない が,し か し,第2位,

第3位 に な る と多 くな つ てい るの で,商 品 に よつ て は,か な りの購 入 が あ る も

の と察 せ られ るのであ る。

{3)文 化 品(第5表 参照)

これ に は時計,眼 鏡,電 気 器 具,ミ シ ン,書 籍,文 房 具,玩 具,運 動 具,カ

メ ラ,楽 器 な どが含 まれ る。 か な り値 段の高い ものが多いので,収 入 が少 く生

活 水 準 の低 い家 庭 で は,1部 の 商品 を除 い て,あ ま り購 入 され な い。 ま た書 籍

を除 き,高 価 な もの に は,相 当,選 択 がお こな わ れ るの で,買 回品 的 な性 質 の

もの が少 くな い 。 「百貨店」(第1位171)「 専 門店 会 加盟 店 」(同170)の 両者

か らの購 入 が圧 倒 的 に 多い が,上 述 の理 由か らみ て 当然 の こ とで あろ う。また

「近所 の小売店」(同56)「 購 買 会 」(同24)「 マ ーケ ツ ト」(同5)「 生 活 協 同

組 合」(同3)か らの購 入 が少 いの は,本 来,こ れ らの 商品 を取 扱 うこ との少 い

の によ るので あろ う。

(4)身 回 品(第6表 参照)

これ は靴,下 駄履 物,傘,鞄,化 粧品,装 身 具 な どで あ る。概 して最 寄品 的な

もので あるが,1部,装 身 具 に は買 回品 に属 す る もの が ある。 「百貨店」(第 ユ

位15S)「 専 門店 会加 盟 店 」(同133)「 近所 の小 売 店 」(同lll)か らの購 入 が

多 く,第2位,第3位 の購 入 度 にお い て も同様 の 傾 向が みられ る ことは,昨 年

度 の 調査 の結果 と変 りな く,こ れ らの 店 舗 の 利用 の 高 い ことを示 してい る。 ま

た 「購買会」(第1位32)か ら もか な り購 入 され て お り,「 マ ーヶ ッ ト」 も第2

位,第3位 の 利 用 度 を み る と,そ れ の少 くな い ことが知 られ る。 なお,「 生 活

協 同組 合」(第1位10)は,こ れ らの 商品 を あま り取扱 わ ぬ た め利用度 は少い。
ぎ

㈲ 日用品雑貨(第7表 参照)

これは荒物雑貨,家 庭金物,陶 磁器などである。ほ とん ど最寄品に属す る。
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「近所 の小 売店 」
,(第1位303)か らの購 入 が 圧 倒 的 に 多 く,ま た 「購 買 会 」

h
(第1位47)か らの購 入 も相 当 多い が,こ れ は,反 面,「 百 貨店 」(第1位64)

「専 門店 会 加盟 店 」(同40)か らの 購 入 の少 い の とあわ せ て,商 品 の性 質 上,当

然 の ことで あ ろ う。 さらに 「マーケ ツ ト」(第 ユ位9)は 第2位,第3位 の 利用

度 で 多 くな つ て い るの を みる と,時 々,購 入 され て い るよ うに思 われ,「 生 活

協 同 組合 」(第1位ll)よ りは利 用 度 は高 い で あろ う。

(6}家 具 類(第8表 参照)

これ は タ ンス,下 駄 箱,戸 棚,鏡 台,机 な どで あ る。 これ らの うち,値 段 が

高 く,品 質 に重 点 を置 い て購 入 され る ものは,信 用 の で きる専 門店 で求 め られ

る ことが 多い。 「専 門店会加盟店」(第1位224)で 購 入 され る ものが圧 倒 的 に

多 く,「 百 貨 店 」(同58)「 近 所 の小 売店 」(同44)か らの購 入 は少 いが,こ れ

らは上 記 の理 由 に照 して 当然 の ことで あろ う。 しか し,「 百 貨 店 」 は第2位

(go)に お い て,か な りの 購 入 度 を示 して い るの は留意 を要 す る。 また 「購 買

会 」(第1位19)「 生 活 協 同組合 」(同6)「 マ ーケ ッ ト」(同Z)か らの 購 入 が

少 い の は,本 来,家 具 ら し き もの を取扱 う ことの 少い ことによ る もの といわ ね

ばならぬ。 なお,「 その 他」(第1位63)か らの購 入 が相 当 に 多い が,こ れ は家

具 工 場 か らの 直 接購 入 な どによ る もので あろ うか。

〔引 燃 料(第9表 参照)

これ は石 炭,木 炭,薪 な どで あ る。 「近 所 の小売 店 」(第1位119)「 その 他」

(同101)「 購 買 会」(同95)「 専 門店 会 加 盟店 」(同93)か らの 購 入 が 多い 。 「そ

の 他 」 か らの購 入が こん なに多いのは,他 の商 品 には,全 然,み られ ない と こ

ろで あつ て,地 区 に よつ ては 一 高 台 地 区 と西 部地区の よ うに 一一 これによ る

方 の多い ところ もあ る。 これは石炭 な どの現物給与,共 同購 入,薪 の生 産者 よ

りの直 接(共 同)購 入 が相 当 に 多い こ とを示 してい る。一冬 に要 す る燃料代 は

相 当の高額 にのぼ るゆえ,こ の よ うな直 接購 入 や共 同購 入 の 便 が あれ ば,消 費

者 がそ れ に よ るの は,家 計 合理 化 上,当 然 の ことで あ ろ う。 「購 買 会 」か らの

購 入が鉄南地区 において と くに多 くみ られ るのは,国 鉄 従 業 員 の 家庭 が 多 い こ

とに よ る と思われ る。 「生活協 同組合」(第1位19)か らの 購 入 が 多 くな いの は

組 合 員数 によ る制 約 を うけるた めで あろ う。 「マーケッ ト」 や 「百貨店」 はほ
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とん ど取 扱 わ ぬた め,購 入 は少 い 。」

(8}そ の 他(第lo表 参照)

これ は,上 記 の諸 商 品 に含 ま れ な い もの で あ る。その数 は あま り多 くな く,

購 入 度 も各店 舗 に分 散 してい るので,と くに記 述 す るほ どの もの は認 φ られ な

い 。

以上,衣 料品,食 料品,文 化品,身 回品,日 用品雑貨,家 具類,燃 料,そ の

他の商品 につ き,各 店舗別の購入度を全市的に概観 したのであるが,そ れ

ぞれ商品の もつ性質によつて,大 体,一 定の購買傾向の存することが知 られた。

店 舗 別 商 品 別 の 購 入 度 合

第3表 衣 料 品

誌響u
近所の
小売店

百貨店
専門店会
加 盟 店

マ ー

ケ ツ ト
購買会

生活協
同組合

その他 合 計

第 ユ 位 67 225 ユ54 81・9 16 18 507

第2位 60 152 89 12 32 9 4 358

第3位 74 39 35 48 34 14 16 260

第4位 28 10 13 33 33 7 8 132

第5位 9 3 5 23 22 22 8 92

第6位 7 4 3 14 14 25 4 71

第7位 1 1 0 2 1 6 22 33

合 計12461矧29gl・4・1・55!99{8・h453

第4表 食 料 品

討轡u
位

位

位

位

位

位

位

1

2

3

4

5

6

7

第

第

第

第

第

第

第

近所の
小売店

394

64

11

ユ

0

2

0

百貨店

14

145

71

21

13

6

2

専門店会
加 盟 店

11

27

29

36

20

14

0

マ ー

ケ ツ ト

2

5

7

8

3

9

3

「⊥

只
》

7
己

(∠

-
占

購買会

2

0

唖⊥

9

1

2

3

4

5

3

1

2

1

生活協
同組合

9

(∠

7

3

7
4

0
Q

2

2

2

2

1

1
凸

その他1合 計
1

Q
)

R
)

8

◎
V

4

R
)

7
乙

-
⊥

-
↓

491

378

254

ユ37

88

66

27

合 計i・ ・21・ ・21・ ・71・ ・71i78i・ ・Sl・71・44・
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文 化 品

一109一

順誌轡
近所の
小売店

百貨店 専門店会 マ ー
加 盟 店 ケット

購買会 生活協
同組合 その他

1

合 計

ト

第1位 56 17ユ 170 5 24 3 19 448

第2位 44 ll2 73 14 18 7 8 276

第3位 38 26 26 30 24 8 4 156

第4位 18 2 7 28 ll 6 6 78

第5位 12 2 1 11 24 14 1 65

第6位 10 1 0 6 11 20 7 55

第7位 2 0 0 2 1 8 13 26

合 訓 ・8・13ユ4277i剥 ・・3i661581…4

第6表 身 回 品

誌騨
近所の
小売店 百貨店

専門店会
加 盟 店

マ ρ一

ケ ツ ト 購買会 講 その他 合 計

第1位 lll 155 133 ・・132 10 15 466

第2位 6ヱ ll2 78 21 30 8 12 328

第3位 46 44 36 33 20 10 13 202

第4位 15 6 15 36 19 3 1 95

第5位 5 3 3 12 27 12 6 68

第6位 9 2 3 8 8 26 4 60

第7位 0 1 0 2 2 4 19 28

合 計1253132312681・221・3817317・1・247

第7表 日 用 品 雑 貨

兀廉騨 甥
近所の
小売店 百貨店

専門店会
加 盟 店

マ ー

ケ ツ ト 購買会
生活協
同組合

その他 合 計

第1位 303 64 40 9 47 11 16 490

第2位 68 ユ25 72 29 21 13
鴫

7 335

第3位 22 58
、

45 42 22 10 11 210

第4位 2 20 21 ・26 11 8 8 96

第5位 2 0 13il6 22 12 5 70

第6位 4 5 55 18 22 5 64

第7位 0 1 1 3 1 4 17 27

合 訓4・ ・i2731ユ97i・3・j・4218・16gl・292
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家 具 類

刃詳塑撫 百貨店i嘉F欝
1

マ ー

ケ ツ ト
購剛 講 瞬 合 計

第1位 44 58 224 1 19 6 63 415

第2位 24 go 38 10 17 6 9 194

第3位 19 25 8 23 13 3 5 96

第4位 11 9 4 17 13 ll 4 69

第5位 10 3 4 9 19 16 3 64

第6位 13 3 3 12 7 16 2 56

第7位 3 1 0 4 1 5 13 27

合 計1・24i・8gl28エ7618gl631g91921
1

第9表 燃 料

磁轡鷹 百貨店
専門店会1マ ー
加 盟 周 ケツ ト

購買会
生活協.
同組合

その他 合 計

第1位 ll9 0 93 0 95 19 ユOl 427

第2位 41 6 20 3 15 13 16 114

第3位 10 7 9 11 8 9 3 57

第4位 3 9 3 8 9 6 1 39

第5位 4 4 ユ 12 ll 3 2 37

第6位 8 7 0 6 1 10 3 35

第7位 0 61 0 1 0 0 6 13

合 計1・8513gi・2614・1・3916・1・321722

第10表 そ の 他

灘興
位

位

位

位

位

位

位

1

2

3

4

5

6

7

第

第

第

第

第

第

第

近所の
小売店

Q
り

-
占

り
白

-
占

0

∩
V

-
ゐ

う
血

-
占

百貨店

0

7

8

2

2

1

1

■
⊥

-
↓

専門店会
加 盟 店

n◎

4

Ω
り

(0

1

2

0

マ ー

ケ ツ ト

1

3

4

3

6

3

0

購貿会騰

Q
)

5

2

5

【D

つ
9

「⊥

6

1

3

0

1
「

7

3

その他

¶⊥

-
占

2

4
τ

¶⊥

∩
V

7
4

1

合 計

4

2

9

1

6

6

3

ワ
4

4
.

ハ∠

ハ∠

-
凸

-
占

「1

合 計14414・1・gl2・i訓2il・612・ ・



購 貿 動 機 の 分 析(岡 本)一 一111-

2.店 舗 別(第3表 から第lo表まで参照)

次に購貿傾向をそれぞれの商品毎に,店 舗別に眺めてみよ う。

(1)近 所の小売店

ここでは 「食料品圭 と 「日用品雑貨」が圧倒的に多く購入 され,「 燃料」 「身

回品」なども,相 当,多 く求 められている。また 「衣料品」 「文化品」 「家具

類」な ども,百 貨店や専門店ほ どではないが,か な りの1購入がみられる。

(2}百 貨 店

本市の百貨店 としては,マ ルイ伊藤商店 とピルデイング百貨店の2店 がある。

ここでは 「衣料晶」が圧倒的に多く購入 されてい るが,ま た 「文化品」 「身回

品」の購入 もなかなか多い。 「食料品」 「日用品雑貨」 「家具類」の購入は,

第1位 では少いが,第2位 ではかな りの利用度がみられる。

(3}専 門店会加盟店

本市の専門店 としては,北 見専門店会,北 見優良専門店会,北 見模範店会の

3つ がある。 これらに加盟する店舗で非常に多 く購入 されているのは 「家具類」

で あつて,商 品の もつ特性がよ く示 されてい る。また「文化品」 「身回品」「衣

料品」な ども,百 貨店に次いで,相 当,多 く購入 されてお り,「 燃料」の購入

もかな りみられ る。しかし,「 食料品」 と 「日用品雑貨」は,本 来,取 扱いに

適 しないため,購 入は少い。

性}マ ーケッ ト・

本市のマーケツ トとしては,会 陽館,大 通廉売市場,東 京マーケツ ト,銀 座

商館の4つ がある。 ここでは,い ずれの商品 も上記の小売店,百 貨店,専 門店

会加盟店にみるほど多 く購入 されていない し,ま た下記の購買会,生 活協同組

合に くらべて もすべて劣つてい る。 しかし,第2位 以下の購 入度をみれば 「衣

料品」 「食料品」 「身回品」「日用品雑貨」な どでかな り利用 されてお り,「文

化品 」について も,少 々の購入がみられ る。

(5}購 買 会

本市の購買会 とし七は,大 きな ものに国有鉄道の物資部があるほか,各 種の

事業所,団 体に設 けられた ものが存する。使用考や会社側で廉価に 日常の必需

品 を供給 してい るので,こ れを利用する従業員の家庭は固定 している。 ここで
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多 く購入 されている ものは 「食料品」 「日用品雑貨」のよ うな最寄品や燃料の

よ うな金高の大 きな ものであるが,ま た 「衣料品」 「文化品」 「身回品」 「家

具類」な どもかな りの購入がみられ る。高級な買回品 を除いて,従 業員の家庭

では どの商品にかぎらず,か な り利用 しているよ うである。

{6}生 活協同組合

これは組合員の数が限 られているため,購 入度数は どの商品 も低い。 「食料

品」 「衣料品」 「日用品雑貨」な どでかな り利用 されているのがみられ る。

以上,近 所の小売店,百 貨店,専 門店会加盟店,マ ーケッ ト,購 買会,生 活

協同組合一 一につ き,各 商品別の購入度 を全市にわたつて概観 したのであるが,

各地区別の状況については省略する。

皿 店 舗 選 択 の 動 機

一般に人々が商品の購入にあたつて特定の店舗(小 売機関)を えらぶ場合
,

そ こに必ず根拠 とな る理由がある。換言すれば,消 費者が或 る店舗の 顧客 とな

るのには,そ れを選択 した動機が存在するのであつて,「 顧客動機」 と名付け

られてい る。 「値段が安い」 とか,「 品質が良い」 とか,「 量 目が正 しい」 と

い うよ うな合理的(実 利的)な もの もあれば,ま た 「店舗の感 じが良い」 とか

「包装が美麗で体裁が良い」 とい うよ うな感情的な もの もみられ る。

この調査の結果によつて,商 品別にみると,下 の とお りである。

1.衣 料 品

まず上位 にあげられ る店舗選択の動機 としては一一一

第1位 品物が豊富だから

第2位 品物の選択が自由だから

第3位 信用がおけるから

第4位 正札販売で安心出来るから

第5位 品質が良いから

210

199

176

159

156

ここでは,品 物の豊富 と選択の自由 とい うことが トツプにあげられてい る。

また信用,正 札販売,品 質 とい うことも重視 されてい る。要するに,良 質,

且,豊 富な商品 を正札で販売 し,自 由に選択させる店舗へ消費者の足が 向 う



購 買 動 機 の 分

ことを示 している。

次に申位にあげられる動機 としては一

第6位 品物を押 しつけないから

第7位 値段が安いから

析(岡 本)

9
自

Q
り

0
り

0
0
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値段の安い ことが,選 択動機の1と なることはい うまで もない として も,

丁品物 を押 しつけない」 ことを,衣 料品の購入に際し,消 費者が店舗選択の

相当大 きな動機 としてい ることは留意するを要し,既 述,百 貨店での衣料品

購入が多いのは,こ こに大 きな原因があるもの といえよ う。

さらに下位にあげられる動機 としては一一

第8位

第9位

第10位

第11位

第12位

第13位

第14位

第15位

第16位

第17位

第18位

店員の態度が良いか ら

永年の得意だか ら

近 くて便利だから

店舗の感じが良いから

チケッ トが きくから

サービスが良いか ら

貸売をしているか ら

量 目が正 しいか ら

包装が美麗で体裁が良いか ら

その他の理由

値引又は景品があるか ら

61

脂

56

肌

㎎

娼

41

器

19

5

4

これ らは,チ ケツ トの きくこと,貸 売 をしていること,量 目の正 しい こと

などの合理的な ものを除けば,他 は,大 部分,感 情的な ものであるが,あ ま

り消費者を引 きつける大 きな理由 とはなつていない。

2.宣 料 晶

まず上位にあげられる店舗選択の動機 としては一一

第1位 近 くて便利だか ら354

これは他の動機を抜いて,断 然,多 くあげられている。食料品の大部分は

品質や値段の きまつた ものが多 く,買 回 る必要が少いため,持 帰 りに便利な

近隣の店舗から購入されているので ある。食料品 を取扱 う店舗にとり,そ の
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経 営上,大 い に考 慮 すべ き ことで あ ろ う。

次 にかな り下 つて申位 に あげ られ る動機 としては一 一

第2位

第3位

〃

第4位

第5位

第6位

〃

第7位

量 目が正 しいから

値段が安いから

永年の得意だか ら

信用がおけるから

品質が良いから

品物が豊富だか ら

品物の選択が自由だか ら

貸売をしているか ら

106

92

92

75

71

69

69

ここでは量目,値 段,信 用,品 質など,概 して安心 して購入で きる店舗が

えらばれているが,そ れは 日常の必需品であるためと察せられ,食 料品に関

する顧客動機の大体が窺い知 られ る。永年の得意や貸売 とい うことがかな り

見 られるのは商店 と顧客 との特別の関係を示 す ものであろ う。

さらに下位にあげられる動機 としては一一

第8位

第9位

第10位

〃

第11位

第12位

第13位

第14位

第15位

正札販売で安心出来 るから

品物 を押 しつけないから

サービスが良いから

店員の態度が良いから

店舗の感 じが良いから

チケツ トが きくか ら

包装が美麗で体裁が良いから

その他の理由

値引又は景品が あるから

27

餌

21

8

・4

2

1

これらは,概 して感情的な動機を示 してい る。食料品店を選択する場合,

上述のよ うに,合 理的な動機が大 きく働いているから,こ れら感情的な もの

が少 くあげられているのは,当 然の ことであろ う。

5.丈 化 晶

まず上位にあげられる店舗選択の動機 としては一一
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第1位 信用がおけるから138

第2位 品物の選択が自由だから124

第3位 品物が豊富だから116

第4位 品質が良いから114

これによつてみると,時 計,電 気器具,カ メラなどの文化品 につ き,消 費

者は信用のおける店舗において,良 質の ものを,自 由にえらんで購入す るこ

とを強 く要望 してい るのが知 られ,品 数が少 く,粗 悪品を販売 する店舗は避

けられてい るのである。

次 に少 し下つて中位にあげ られる動機 としては・一

第5位 正札販売で安心出来 るか ら73

第6位 近 くて便利だか ら53

第7位 値段が安いか ら ・45

〃 品物 を押 しつけないか ら45

これ らは購入上の便宜 と値段の ことに関連 している。上位にあげ られた も

の と合せ考えると,要 するに文化品の顧客動機は信用 と品質が第1で あ り,

次 に値段の ことであるといえる。

さらに下位にあげられ る動機 としては一

第8位

第9位

〃

第10位

第11位

第12位

第13位

第14位

第15位

第16位

チケツ1・が きくか ら

永年の得意だか ら

店員の態度が良いか ら

店舗の感じが良いか ら

サービスが良いか ら

貸売をしてい るか ら

量 目が正 しいか ら

包装が美麗で体裁が良いから

値引又は景品があるから

その他の理由

開

36

%

認

31

肪

10

9

7

1

これ らは感情 的 な ものが多 く,チ ケ ツ ト,貸 売,値 引 と景品 な どの 経 済 的

な もの に は,あ ま り関心 の もたれ て い ない こ とが知 られ る。
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4.身 回 品

まず上位にあげられる店舗選択の動機 としては一

第1位 品物の選択が自由だか ら130

第2位 品物が豊富だか ら121

第3位 近 くて便利だか ら`100

これは要するに,選 択の自由 とい うことを非常に重視 していること,そ し

て,で きれば近隣の店舗 を利用 したい と望んでいることを示 している。同 じ

身回品で も,選 択性のはげしい もの と,多 分に最寄品的 な もの とあるか ら,

このよ うな動機が示 される もの と思われる。

次に申位 にあげられる動機 としては一

第4位 信用がおけるか ら95

第5位 品質が良いか ら87

第6位 値段が安いか ら78

第7位 正札販売で安心出来 るか ら77

ここでは品質 と値段に重点のおかれてい ることが知 られ る。消費者に とつ

ては実利的な ものであるか ら,店 舗側では,経 営上,軽 視で きないであろう。

さらに下位にあげ られる動機 としては一

第8位 品物を押 しつけないか ら

〃 永年の得意だか ら

第9位 チケッ トが きくか ら

第10位 サービスが良いか ら

〃 店員の態度が良いか ら

第11位 貸売 をしているか ら

第12位 店舗の感 じが良いか ら

第13位 量 目が正 しいか ら

第14位 包装が美麗で体裁が良いか ら

第15位 値引又は景品があるか ら

第16位 その他の理由

ω

訓

30

鋤

27

忽

14

11

8

1

ここでは購入の際の感 じのよいことが とりあげ られてい る。貸売は身回品
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の購 入 にか ぎ らず,1部 の人 々 に と り,何 品 に も望 ま れ る もの で あ る。量 目

は身回品 に ほ とん ど関係がないか ら少いの は当然 として も,包 装紙,値 引,

景 品 な どの事 項 もあ ま り問 題 と され ていないて とが知 られ る。

5.日 用 晶難 貨

'まず 上位
に あげ られ る店 舗 選 択 の動機 としては・一 一

第1位 近 くて便 利 だ か ら241

これ が唯1っ,他 を抜 い て 多い の は注 目 を要 す る。ほ とん ど全部 が最寄品

であ るため,消 費者 が買 求 め た り,持 帰 っ た りす るの に便 利 な 近 くの店舗が

え らばれ るのは当然の こ とで あろ う。既述,食 料 品 の場 合 に も,こ の 動機 が

多か っ たが,そ れ と軌 を一 っに す る もの とい え る。

次 に相 当下 って中位 にあげられ る動機 としては一

第2位

第3位

第4位

第5位

第6位

第7位

第8位

品物が豊富だから

品物の選択が自由だから

値段が安いから

品質が良いから

信用がおけるから

永年の得意だから

正札販売で安心できるから

99

%

鋤

鴨

67

55

覗

ここでは商品の豊富,値 段,品 質の ことが考えられてい る。上位の 「近 く

て便利」ほど,大 きな理由 とはなっていないが,店 舗選択の動機 としてはこ

般 に重視 され るものである。

さらに下位にあげられ る動機 としては一

第9位

第10位

第11位

`第12位

第13位

第14位

第15位

貸売 をしてい るから

量目が正 しいから

品物 を押 しっけないから

サービスが良いから

店員の態度が良いから

店舗の感 じが良いから

チケツ トがきくから

37

認

31

紛

%

21

16
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第16位 値引又は景品があるから5

第17位 包装が美麗で体裁が良いから4

第18位 その他の理 由3

要す るに,購 入する場合の便宜(貸 売,チ ケツト)と 感 じが とりあげられ,

景品や包装な どは無視 されてい るのが知 られ る。

6.家 具 類

まず上位にあげられ る店舗選択の動機 としては 一一

第1位 品質が良いから104

第2位 信用がおけ るから102

第3位 品物が豊富だから92

第4位 品物の選択が自由だから80

ここでは品質,信 用が重視 され,そ して自由に選択で きることが望まれて

い る。家具類 は長期にわたって使用 され,且,部 屋の装飾 ともなるものであ

るから,こ のよ うな動機が上位にあげられ るのは当然の ことであろ う。

次に申位にあげられる動機 としては一

第5位 正札販売で安心出来るから

第6位 値段が安いから

〃 チケツ トが きくから

第7位 永年の得意だから

第8位 貸売 をしてい るから

必

必

銘

%

これらは大体において値段に関連 した ものであるが,概 して家具類は値段

の大 きい ものであるから,月 賦販売な どの便宜を考えて このよ うな動機がか

な り多 くあげられたので あろ う。

さらに下位 にあげられ る動機 としては・一

第9位 近 くて便利だから

〃 店員の態度が良いから'

第10位 サービスが良いから

第11位 品物を押 しっけないから

第12位 値引又は景品 があるから

器

器

盟

15

11
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第13位 店舗の感 じが良いから

第14位 量 目が正 しいから

第15位 その他の理由

第16位 包装が美麗で体裁が良いかち

(岡 本).

10

8

7

6

一一119一

これらは,大 部分,購 入の際におけ る感 じをあらわしてお り,家 具の場合

顧客動機 としてあま り重視 されていない ことを示 してい る。

7.燃 料

まず上位にあげられる店舗選択の動機 としては一

第1位 値段が安いか ら97

これは,ど この家庭で も石炭や薪などを大量に購入 し,そ の支出がかな り

大 きな ものであるため,値 段の ことが重視 されてい るにほかならぬ。既述の'

よ うな生産者からの直接購入や共同購入などの多いのは,こ こに大 きな理由

があるといわねばならぬ。

次に中位にあげられ る動機 としては一一

第2位 品質が良いから77

第3位 永年の得意だから74

第4位 信用がおけ るからL68

第5位 近 くて便利だから64

第6位 量目が正 しいから63

これ らは中位 といって も,す ぐ上位にっず くよ うな ものであるか ら,第1

位 のそれ と同様,重 視 されねばな らぬ。品質,量 目が重視 されてい るほか,

運賃の ことや購入上の便利なども考えて近 くの店舗がえ らばれ,ま た信用が

おけるとい う意味で永年の得意があげられてい るのは,分 量,値 段の大 きな

ものである点にかんがみ,当 然の ことであろ う。

さらに下位にあげられ る動機 としては一

第7位 貸売をしてい るか ら

第8位 品物が豊富だから

第9位 正札販売で安心出来 るか ら

第10位 チケツ トがきくか ら

刎

器

21
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第11表

第9巻 第1号

店 舗 選 択

＼ 選択の

野
商品別 ＼
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10

14
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7

7

4
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7
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354

53

100

241

23

64

15

8
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安
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9

2

5

8

0

4

7

6

8

9

4

7

8

4

9

1

合 計i74517・71269j・Sgl277i・671g・6154・

第11位 品物 の選択が自由だか ら

第12位 サービスが良いか ら

第13位 その他の理由

第14位 品物 を押 しっけないか ら

第15位 店員の態度が良いか ら

第16位 店舗の感 じが良いか ら

第17位 値引又は景品があ るから

第18位 包装が美麗で体裁が良いから

20

19

聡

m

7

5

2

1

これ らはあま り大 きな動機 となっていないが,た だ貸売,品 物の豊富,正

札販売な どは,店 舗の経営上か らみて,軽 視で きない ものであろ う。

IV上 記以外の調査事項の結果

「調査表」には以上に述べた調査事項のほか,商 店の大売出しの方法に対 す

る希望,各 店舗に対 する希望事項,北 見市の商店及び商店街に対 し気づいた点
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27

訂
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鵠

4

の

の諸項があるので,こ れらは 「購買動機」その ものではないが,同 市にお

ける消費者の購買傾向を窺 う上に多少 ζも役立 っよ うに思われるので,以 下に

記述しておこ う。

1.大 費出 しの方法 に封する希望(第12表 参照)

近ごろ,商 店 の 「大売出し」は年末,年 始,祭 目,盆 その他の時期 をえらん

で,し ばしばおこなわれている。その多くは商店街 の商店が共同でおこな うも

のであるが,ま た ときには 同業者が共同して,或 は商店個々で 催すこともあ

る。そして・
.その際・福引抽籔をお こない・.当選者に賞金や賞品 をあたえた り

また温泉その他へ招待 することが多 くみられ る。た とえば,札 幌市の或 る商店

街 では〃五千円札のっかみ どり〃で人気をよんでい るし,ま た賞品 としてテレ

ピセツ ト,電 気洗濯機な どをあたえ るもの もあるし,さ らに伊勢詣 り,道 内温

泉地への宿泊旅行の招待など,い ずれ も消費者に甚だ魅力的な催 しをおこない

購買力の集中にっ とめている。ま ことに,近 時,ど この家庭 も経済的に,気 分

的に落着 きを示 し,生 活水準 も次第に上昇 しつつあるゆえ,1つ かみ20万 円位
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にのぼる賞金や,家 庭生活を向上 させ る電気器具,ま た休 日を利用しての温泉

旅行など,ど れ も人々の強 く欲求 するもの といえよ う。 しかし,こ れ らが,個

々の商店 にとり,大 きな負坦 となつていることはい うまで もな く,そ れに堪 え

るためには,相 当,多 額にのぼる売上の あることが必要 とされ る。 したがつて

申小都市の商店街では,集 る購買力の大 きさか らみて,容 易にお こなえ るもの

ではない。〃五千円札のつかみ どり〃の ごとき,札 幌市の大商店街なれば こそ

実行できた ことで,他 の道内都市では経費負担の関係から至難の ことと思われ

.る。 この意味で,「 大売出し」をすることはよい として も,あ ま り多くの経費

をかけることは適策 といわれない。しか も,こ れは消費者に とつて も,い つ も

有利 とはいわれない。それは,消 費者が 「抽籔」や 「かけごと」などに興味を

もちすぎ,大 売出しに福引や景品はつ きもの と考 え,た めに良質廉価の商品を

必要量だけ購入するとい う地味な買物を忘れ,結 局,家 計上の支出を増大 させ

る不利を招 くからである。また温泉や観光地への招待 も,た とえ旅費だけは不

要であつても,み やげ品の購入,そ の他種々の出費がか さんで,主 婦の立場か

らみて,必 ず しも有利 とはいえないのである。

さて,こ の調査の結果についてみるとき,家 庭の主婦は どのよ うな方法を望

んでい るのであろ うか。そこにはまことに好ましい事実があらわれ,北 見市の

主婦の人々の考え方の甚だ健全な ことが知 られる。すなわ ち,こ の事項につき

記入のあつた549世 帯の うち,「 景品又は賞金付売出しが良い」 とい うもの21

「温泉その他の招待売出しが良い」 とい うもの僅か8-一 一で,一 般には非常に

魅力があると思われ る方法 も,事 実はほとん ど希望 されていない ことが知 られ

るのである。 この こζは,前 項,商 品別の店舗選択の動機についてみて も,「値

引又は景品が あるから」 とい う事項がほとん どあげられていない ことに照 して

も明らかであろ う。

次に、それでは,ど のよ うな方法が多 く希望 されているか。 この調査によれ

ば,「 値段を安 くして くれ る方がよい」 とい うものが500の 多きにのぼつてい

るのである。 これは関係者の注 目すべ き事柄 といわねばならぬ。なお,「 その

他」の欄に記入 され た ものを みると,「 賞品をつけず その分だけ値段を下 げ

よ」 「大売出 しに要 する経費分だけ値段を下げよ」 「景品の不要な者にはその

ぜ
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分 だけ 値 段 を下 げ よ」 「い つ も良質 の ものを廉価 に販売せ よ」 とい うよ う

な もの がみ られ,こ れ らはお祭 り騒 ぎの 大売 出 しよ りも,平 常,商 品 が廉 価 に

購 入 で きる こ とを希 望 してい る もの とみ られ る。 さらに,端 的 に大 売 出 し をや

め るよ うに と提 言せ る ものが二,三 あ るが,こ れ らは地 味 な買 物 によ つ て家計

の 合理化 をのぞんでい る もの といえ よ う。

以上 にょつてみ ると,一 般 消 費者 の 「大 売 出 し」 に対 す る態度 は甚 だ健全 な

もので あるといえ る。ほ とん ど当選 の見込 の ない賞品や賞金の付い た売出 しよ

りも,少 い なが ら も必 ず 利得 の あ る廉価 販売 を望 んでい るの は,ま ことに賢 明

な こ と と思 われ る。前述 のよ うに,温 泉 その 他 へ の 招待 を希 望 す る もの が甚 だ.

少 い の は,よ くそれ を証 してい るの で あ る。昨年度の この調査 におけ る結果 に

お いて も,同 様 の傾 向 が み られ た の で あ るか ら,一 層,そ の 感 が深 い の で あ る。

これ らの 点,商 店 や商店 街 が大売 出 しを お こな う際,実 施方 法 を きめ る上 に お

い て,今 後,参 考 とな る こ と少 くない で あろ う。

第12表 大売 出 しに対 する希望
●

＼ 地域別 鉄 南
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東 部
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6

3

83

高 台
住居地区

4

7

1

130

4

96 142

西 部
住居地区

2

2

95

5

104

申 部
商業地区

5

0

81

4

90

北見市計

21

8

500

20

549

2. ,各 店舗に劃する希望

ここに各店舗 とは,す でに述べた とお り,「 近所の小売店」 「百貨店」 「専

門店会加盟店」 「マーケ ッ ト」 「購買会」 「生活協 同組合」など,市 内の小売

機関を指すのであるが,こ れらに対 する消費者の希望事項は,上 記の店舗選択

の動機を記述した中から,い くらか察知で きる。 しか し,購 入上の ことだけで
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な く,他 の事柄 も含めた希望事項 を,消 費者が調査表 に記入したところによつ

てみると下の とお りである。

・(1}「 近所の小売店」に対 する希望

鉄南,東 部,高 台,西 部,中 部の各地区に共通して多い希望は,店 舗全体

を清潔 にして,衛 生面 に十分注意 してほしい とい うもので ある。 これは昨年

度の調査 にも見られ るもので,依 然,変 りはない。最近は,家 庭の衛生思想

がよ く普及 しているか ら,鮮 魚,青 果物,そ の他の食料品,菓 子などを取扱

う店舗は十分 に注意を要 しよ う。 これに関連 して,商 品の包装に古い新聞紙 ・

の使用をやめてほしい とい う要望(高 台地区)が あつたが,尤 もなことと思わ

れ る。小売店側の反省が望まれ る次第である。

次 に鉄南,東 部,高 台,西 部の各地区の家庭で少 なからず要望 されてい る

のは,市 内の申心街 に くらべて,,小 売店の売価 が概 して高いので,そ れを下

げよとい うのである。商店 の多数集まつている商店街では,競 争その他の関

係から,売 価は他地区に くらべて低 くな りがちである。 ここに同一市内であ

りながら,売 価 の差異がお こる1因 がある。最近は,消 費者力ま価格その他の

面 において非常に敏感 となつているから,こ のよ うな非難や要望は今後 も容

赦な く出 るもの と思われ る。

さらに量目の正確 を望む声 も少 くない。計量器を客の見え る場所 にお くよ

うに一 とい う要望があるが,こ れは無視できないであろ う。

さらにまた,正 札をつけること,商 品の種類をふやす こと,店 舗並びに附

近をきれいにすること,ご まか し品 をおかぬ こと,サ ービスの向上 につ とめ

ること,と くに店員 の言葉使いや態度などもつ と上品であつてほしい こと,

子供客に差別的 な態度をとらぬこと,少 量小価の買物客 にもよいサービスを

すること,配 達は迅速にして ほしい こと一 などが希望 された主 なもので

ある。

{2」 百貨店に対 する希望

これは大別 して,店 員に対 するものと取扱商品に対 するもの一 とについ

てみられる。

まず 「店員」に対 しては,接 客態度の改善,サ ービスの向上を望む ものが
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か な り多い 。顧 客 に対 して親切 で あれ,も つ と愛 想 よ くせ よ,あ ま り機 械 的

な態 度 を とる な,品 物 の取替 え に気 持 よ く応 ぜ よ,顧 客 の前 で ツマ ミ喰 い を

した り,店 員 同志 のお しや べ りを す るな,も つ と商品 知 識 を もて,店 員 数 の

足 りぬ と ころは 増 加せ よ とい うよ うな言葉 で表 わ され てい るのが それで

あ る。

次 に 「商品」 に対 しては,品 種 が豊 富 で あ る こ と,正 札 を よ く見え るよ う

に付 け る こ と,品 質 は信 用 のお け る もの,量 目を正 し くす る こ と,特 価 品 の

売 出 しは毎 月 下旬 にす る こと一 ・とい うよ うな要望がみ られ た。 これ らは百

貨店側 にと り留意 を要す る ものであろ う。

さらに,そ の他 の希 望 と して は,特 価 品 の情 実 販売 を や め よ,掛 売制 度 を

み とめ よ1チ ケ ツ トを発 行 せ よ一一一一とい うもの もあれば,ま た 夜8時 ま で の

営 業,年 中 無休 営 業,早 朝 開店 な ど,現 状 で は 困 難 な もの も望 まれ て お り,

少 数 な が らエ ス カ レ ー タ ーを設 けよ,通 路 を広 くせ よ とい うよ うな もの

もみ られ る。 これ らの点,百 貨 店 側 と して,市 民 に対 し,種 々,P・Rを お

こな う こ とが必 要 で あ ろ う。

(3}専 門 店会 加盟 店 に対 す る希 望

各地 区 の家庭 に共通 してみ られ る希望 は,通 帳 に よ つて購 入 す る場 合 で も

現 金 買いの場合 にお ける と同 じよ うに,店 主,店 員 が応 接 して ほ しい とい う

こと,月 賦買 い だか ら とい つ て と くに値段 を上 げない こと,現 金 買 い の場 合

は い く らか割 引 してほ しい こと などであ る。

ま た通帳に よる掛売期 間を長 くして,月 賦 の 回数 増加 を望 む もの もみ られ

さ らに専 門店 らし く良質品 の正 札販売,自 由 な商 品 の選 択,店 員 の接 客 態度

の改善 と商 品知 識 の向上 を望 む声 もか な りきかれ る。 なお,通 帳制 を一 般 に

広 く解 放 せ よ とい う希望 も少 々あ るが,こ れ は,事 実 上,困 難 な こ とで あ ろ

う。

四 マ ー ケ ッ トに対 す る希望

これに多 くみ られ るもヒ)は,店 の 内外 を 清潔 に して,衛 生面 に もつ と注 意

して ほ しい とい うものであ る。 これ に関連 して,土 間 は コ ン ク リー トの床 に

せ よ,屋 内 を もつ と明 る くせ る,不 潔,不 衛 生 が ち な店 は な るべ く入 れ るな
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一 一とい う希望がみ られる。

次にサービス面に対する希望 も少 くない。

お客の来 るのをいかに も〃カモ待 ち然 〃 としてい るのは不快である(高 台地

区)と い うのは少々皮肉に聞え るが,い つ も 「売 らんか な主義」でい るのは

やめてほしい とい う声は素直に聞かねばならぬ。押 し売 りのようなこと,品

質の不良な ことをか くす こと,子 供客に不良品を渡す こと,安 心 して買え る

ようにすること一 の改善が望まれている。なお,他 の商店に くらべて値段

の高い ものがあるとい う指摘 もあるか ら注意 を要 しよう。

{5}購 買会に対 する希望

ここでは上記の小売店,百 貨店,専 門店会加盟店 などに対するほどの希望

事項はみ られない。勤務先 の関係で,購 入者が限 られてい るか ら当然の こと

であろ う。いま,調 査表に記入 された ものを述べると下のとお りである。最

も多いのは従業員に鮒 するもので,サ ービスの向上が望まれてい る。いわゆ

るサービス時代であるか ら,購 買会 とてその例に もれないのであろ う。次に

商品を豊富にすること,量 目を正確にすることが希望 されてい るし,ま た配'

達をお こな うことや店舗 の拡大 などを望む声 もきかれる。

{6)生 活協同組合に対 する希望

ここで も従業員のサービスを向上することや取扱商品の品種 を豊富にする

ことが,多 い希望 としてみ られる。他に店舗を清潔 に,且,明 るくすること

を望む ものもある。

3.北 見市の商店及び商店街に劃 し氣付いた事項

{1}商 店に対 し気付いた事項

これについては,大 体,前 項の店舗別の希望事項の ところで述べ られてい

るが,な お,包 括的に家庭の主婦が気付いた ことで,調 査表に記述 された も

のをみると下のとお りである。

1.店 員 の接客態度の改善 とそのtめ の店員教育 の必要

2.店 頭,店 内の整理,美 化,照 明

3.押 し売 り的な販売方法の廃止

4.商 品の陳列法の改善
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6.
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1.

2.

3.

4.
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正札販売の励行

物価高の是正への協力

商店街に対 し気付いた事項

道路の改装

人道に空箱,自 転車,商 品 などをおかぬ こと

商店街全体の美化

年申行事的な売出 しの減少
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昨年度の調査の結果 によって も,また本年度の調査 の場合 も同様 に,北 見市の

物価は道内の他都市一 一たとえば旭川市,札 幌市,小 樽市など に くらべて

高い といわれ,市 民の間で,種 々批判 されている。 これ年多くの理由のあるこ

とい うまでもないが,商 店側の経営合理化によつて,ま た商店相互の協力によ

つて,そ μの低下につとめることが願われ る。また,鮮 魚,青 果物 などの生鮮

食料品については,衛 生的のことも考慮 して,市 費をもつて 「公設小売市場」
善

を設けることが,そ れ らの値上 りを防ぎ,且,市 民生活の安定をはか る上に役

立 つとい う意味において,今 後の市政上の1課 題 としてよいであろ う。

附記一
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大学学生 小野田満之助君(現,東 海銀行勤務)に 対 し謝意 を表す る。

一昭和33年1月 末 日稿 ,同 年5月 末 日改稿一




